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ココ、なんの部屋？
市川家スタッフ おすすめスポット

ザシキ・ナカノマ
　旧市川家住宅は畳敷きの和室が４部屋ありま
すが、実は生活のために用いられた部屋は北側
の２部屋のみで、南側のザシキとナカノマは
特に大切な来客をもてなす接客のための空間で
した。北側の２部屋に比べ、天井が高く、付書院、
床の間、欄間、釘隠しなどの装飾が
あり、全体的に格式高い印象が
あります。
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文机は読書や筆記に用いられた机の一種です。古代では物を置く台を
総じて机と呼称していました。この形の文机は平安時代に登場し、国風
文化のもと貴族が和歌や書を楽しむために使用されました。時代が下
るにつれ普及し、昭和の時代では、子どもの勉強机として各家庭で使わ
れましたが、戦後は洋式のデスクが普及していったため、勉強机として
はあまり使われなくなりました。
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9/19（金）より、映画「男神」が全国で公開されました。なんと、旧市川家住宅でも
撮影を行っております！普段はのどかで穏やかな雰囲気である旧市川家住宅ですが、
映画では暗く恐ろしい雰囲気に包まれていました。どの場所で撮影されたか、気に

なる方はスタッフにお声
がけください！

市川家が映画のロケ地に！



2025年 10月～12月 イベント情報

季節催事
お月見飾り

10.４（土）・５（日）

市川家の灯展
ハレの日展

月を愛でるこの行事は
豊穣を感謝する日でも
ありました。昔の人々
の、自然を愛し敬う想い
を現代に伝えます。
今年の中秋の名月は
10月６日（月）ですが、
当日市川家は休館日
です。

お月見飾り 秋の実りとミニ菊花展

昔、お月見の日はお団子を盗む子ども達も大目にみて
もらえました。それにちなんでお菓子の配布を行います。
※無くなり次第終了

お月見どろぼう
10.４（土）

13時頃～ 整理券配布　14時～ お菓子配布

折り紙や、ぶんぶんゴマなど
懐かしいおもちゃで
遊びましょう！
協力：中京大学文学部 小早川道子研究室

大学生と伝統おもちゃで遊ぼう

昔の暮らし体験

江戸時代中期に建てられた旧市川家住宅主屋を
構成する建築材料や技術を紹介します。

昔の暮らし展示
市川家のたてもの展

～継手を知ろう～

昔の暮らし展示
市川家のたてもの展

～継手を知ろう～

10.11（土）～11.9（日）

つぎて
継手（つぎて） 付樋端（つけひばた）

『水』の文字の鬼瓦

滑車（かっしゃ）

縁側（えんがわ）

あいちたてもの博覧会2025

解説付き見学会
日時：11月2日（日） 
要申込 10月14日～11月01日
詳しくは、あいちたてもの
博覧会実行委員会へお問合
わせください

季節催事
秋の実りとミニ菊花展

11.1（土）～24（月祝）

秋はみのりの季節ですね。市川家になった柿を
干し柿にしたり、収穫した唐辛子を吊るしたり、
古民家に似合う秋のディスプレイをします。
ミニ菊花展は、岩崎城で開催される菊花大会の
ミニバージョン。菊の花で花手水も飾られます。

昔の暮らし展示
ハレの日展

11.22（土）～12.7（日）

結婚式や成人式など、特別な日である「ハレの日」。
人生の節目にあたる人生儀礼にまつわる展示や、
金屏風の写真撮影コーナーなどをご用意しています。

年中行事
お正月飾り

12.21（日）～1.12（月祝）

旧市川家住宅に門松を飾ります。 早めに写真を撮
りに来ればギリギリ年賀状に間に合うかも？！
旧市川家住宅で新しい年をお祝いしましょう。 

昔の暮らし展示
おひまち

1.17（土） 10時～12時

「おひまち」とはかつて地域の人々が集まり、食事や
交流をした行事です。本来は一晩じゅう皆で過ごし
ていましたが、旧市川家住宅ではより気軽にご参加
いただけるよう10時～12時に開催。パネル展示など
も行います。お茶やお菓子を楽しみながら「おひま
ち」を体験しよう。
飲食は1/6（火）申込
開始。先着30名。市内
在学・在勤・在住者優
先。参加費無料。 詳し
くはホームページで。

どんぐりに好きな絵をかいたり、コマを作ったり
しよう！。11月末まで。材料がなくなり次第終了。

どんぐりであそぼう！どんぐりであそぼう！

身近な物を使って門松をつくろう！。
12月2日～27日まで。材料がなくなり次第終了。

ミニ門松を作ろう！ミニ門松を作ろう！

イベントは予告なく変更することがあります。最新情報はお気軽にお問合せください。

手
作

り！

お正月飾り
市川家のたてもの展

協
力

会
員
さん
の

昨年のお茶とお菓子

干し柿は 柿が採れ次第 11月上旬～

▲昨年の展示風景

9月 10月 11月 12月 1月


